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色彩特性と物理的特性との関係 Ⅴ
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5 結：本研究の美的特性理論上の意義と今後の

展望

以上本論においては、色彩特性と物理的特性は

いかなる関係にあるかという問題をめぐって考察

をおこなうとともに、あわせて色彩に関する素朴

実在論（原初主義）的な理解と色彩に関する関係

主義理解は調停可能であるか、もし可能であると

すればそれはいかなる方途によってであるかとい

う点についても考察をおこない、色彩に関するこ

れら二種の理解を調停するひとつの試みとして最

終的に存在依存関係主義理論をあらたに提唱する

にいたった。

「序」でも述べたように、色彩特性と物理的特性

との関係の解明という本稿の中心課題は、本来知

覚的特性一般と物理的特性との関係というより大

きな問題地平のもとに位置づけられるものなので

あるが、そもそもこの問題地平は、美的特性理論

との関連のなかで浮上してきたものであることか

ら（松﨑 [2017]: 43）、本稿の最後に、本論をとお

して得られた種々の知見を美的特性理論の枠組み

のもとに捉え返すことで、それらの知見をもとに

美的特性理論のさらなる展開・深化の可能性を

探ってみることにしたい。

議論に先立ち最初に確認しておく必要があるの

は、本論で考察の対象とした色彩特性と知覚的特

性一般との関係についてである。

「序」でも述べたように、本論では色彩特性を知

覚的特性のパラダイムケースとして位置づけてい

るとはいえ、考察にあたっての基本方針として、

その焦点を色彩のもつ種々の現象的様相のうちと

くに「表面色」に絞ったうえで、種々のトップダ

ウン情報処理機制による影響を（可能なかぎり）

排除するとともに、複数の色彩の相互作用から生

ずる色彩現象についてはこれを考察の対象としな

いことを挙げている（松﨑 [2017]: 43）。このこ

とからも明らかなように、本論では、多様な広が

りをもつ色彩現象のうちごく限られた側面にピン

ポイントで光を投じたに過ぎない。

このように本論における色彩特性に関する考察

が、あくまで各種感覚モダリティのなかのひとつ

にとどまるに過ぎない色覚というモダリティにつ

いてさまざまな制約のもとにおこなわれたもので

ある以上、そこで得られた知見をただちに知覚的

特性一般に拡張することは、本来厳に慎むべきで

あろう。しかし以下では、本論をとおして得られ

た種々の知見をもとに美的特性理論のさらなる展

開・深化の可能性を探ることにその適用範囲を限

定することを条件に、本論で取り上げた色彩特性

を知覚的特性として捉え返すことが可能であると

の作業仮説を設定し、その作業仮説のもとで本論

における議論を知覚的特性と物理的特性との関係

一般の問題に適用することを試みることにした

い。

さて上記のような作業仮説のもとに本論におけ

る議論に依拠して知覚的特性と物理的特性との関

係についてあらためて考えてみるならば、「知覚

的特性は物理的特性に存在依存する」という基本

命題が得られることになる（「厳格存在依存」や「類

的存在依存」をはじめとする存在依存の種別に関

してはここでは問わない）。

この基本命題を存在依存関係主義理論をもとに

さらに分節化するならば、そこから以下の⑴と⑵

という二つの命題が得られる。

⑴知覚的特性は関係的特性に存在依存する。
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因みに、知覚的特性が存在依存する関係的特性

を【DRP1】をもとに捉えるならば、それは具体的

に以下のようなものとなる。

【DRP1＊】関係的特性 RP＊＝ df 知覚条件 PC＊と

知覚システム S＊を具えた主体との関係において

対象Oのもつ特性

⑵関係的特性は物理的特性に存在依存する。

この命題の意味するところをより具体的に示す

ならば、関係的特性 RP＊は、対象 O、知覚条件

PC＊、主体の具える知覚システム S＊の三者がそ

れぞれにもつ物理的特性（の集合）からなる総体

に存在依存するということになる。

このことを別な角度から捉えるならば、関係的

特性RP＊は、対象O、知覚条件 PC＊、主体の具え

る知覚システム S＊の三者がそれぞれにもつ物理

的特性（の集合）からなる総体によって実現

（realize）されるということを意味する。

「知覚的特性は物理的特性に存在依存する」と

いう基本命題を存在依存関係主義理論をもとに分

節化することで導出されたのが上記⑴と⑵の命題

なのであるが、存在依存関係は「推移的関係」で

あることから、上記⑴と⑵の命題から逆に基本命

題が帰結することになる。

以上本論における議論をひとつの参照点として

知覚的特性と物理的特性との関係について考察を

おこなってきたのであるが、つぎに取り上げなけ

ればならないのは、一次的美的特性と知覚的特性

との関係についてである。

以下ではこの点について、私がこれまで従事し

てきた美的特性理論に関する研究を振り返りなが

ら、関連するいくつかの論点を確認しておくこと

にしたい。

本稿「序」にも述べたように、一次的美的特

性(1)と知覚的特性との関係について松﨑 [2010]

では「一次的美的特性は知覚的特性と不可分の一

如体としてある」という暫定的な理解を示すにと

どまったが、その後松﨑 [2013] と松﨑 [2014]

ではこの問題についてさらに考察を深めることで

両特性の関係についてあらたな理解を示すことに

なった。

そこで以下では、松﨑 [2013] と松﨑 [2014]

のそれぞれにおいて一次的美的特性と知覚的特性

との関係についていかなる理解が示されている

か、その要点を押さえておくことにする。

まず松﨑 [2013] についてであるが、ここでは

一次的美的特性と知覚的特性との関係について松

﨑 [2010] よりもさらに一歩踏み込んだかたちで

これを主題的に取り上げ、廣松渉の表情理論をひ

とつの手掛かりとすることで、そこから「広義で

の知覚は、狭義での知覚としての認知、美的感受、

行動態勢の三契機の融合態としてある」という基

本命題を析出し、この基本命題をもとに両特性の

関係をあらたに捉え返す試みを示した。

松﨑 [2013] をとおして得られた両特性の関係

に関する基本的理解を箇条書きに示すならば、そ

れは以下のようになる。

⑴基本命題から帰結する知覚的特性と一次的美的

特性との関係に関する理解

①広義での知覚的特性との関係について言えば、

一次的美的特性はこの広義での知覚的特性のもと

に包摂される。

②狭義での知覚的特性との関係について言えば、

一次的美的特性は狭義での知覚的特性と融合相に

ある。

⑵「同一特性二アスペクト条件」（松﨑 [2013]:

112）(2)にもとづく知覚的特性と一次的美的特性

との関係に関する理解

①広義での知覚的特性と一次的美的特性との関係

広義での知覚的特性は広義での知覚的特性全体

のアスペクトとしてあるのに対し、一次的美的特

性はこの広義での知覚的特性のもつ部分的アスペ

クトとしてある。

②狭義での知覚的特性と一次的美的特性との関係

狭義での知覚的特性と一次的美的特性は、広義

での知覚的特性という同一の特性のもつ二つのア

スペクトとしてある。

一方松﨑 [2014] では、一次的美的特性と知覚

的特性との関係について、松﨑 [2013] とはまた

別の角度からアプローチを試み、イギリスの進化

心理学者ニコラス・ハンフリーの感覚と知覚に関

する仮説に依拠することで、両特性の関係につい

て進化心理学の観点から検討を加えた。

松﨑 [2014] をとおして得られた両特性の関係

に関する理解の要点を箇条書きに示すならば、そ

れは以下のようになる(3)。

⑴広義での知覚的特性は狭義での知覚的特性と一
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次的美的特性との融合体としてある。

⑵広義での知覚的特性と一次的美的特性との関係

に関して言えば、広義での知覚的特性が広義での

知覚的特性全体のアスペクトであるのに対し、一

次的美的特性はこの広義での知覚的特性のもつ部

分的アスペクトとしてある。

⑶狭義での知覚的特性と一次的美的特性との関係

に関して言えば、両者は広義での知覚的特性とい

う同一特性のもつ二つのアスペクトとしてある。

以上の記述からも明らかなように、松﨑 [2013]

および松﨑 [2014] という二つの論考は、一方が

廣松渉の表情理論に依拠するのに対し、他方がハ

ンフリーの進化心理学的上の仮説に依拠すると

いったように、それぞれそのアプローチを異にす

るにもかかわらず、少なくとも一次的美的特性と

知覚的特性との関係に関する理解については大筋

で合致するものと言える。あらためて言うまでも

なく、つぎに取り組まなければならないのは、上

に確認した一次的美的特性と知覚的特性との関係

に関する理解と本論における知覚的特性と物理的

特性との関係に関する理解とを総合的に捉えるこ

とで、一次的美的特性、知覚的特性、物理的特性

という三者の関係を明示し、それによって美的特

性理論の基本的枠組みを再構築することにある。

上記の狙いに則して本章におけるこれまでの議

論を総括することで、一次的美的特性、知覚的特

性、物理的特性の三者の関係についてあらためて

考えてみるならば、それは大きく以下の二点にま

とめられる。

⑴一次的美的特性と知覚的特性との関係

一次的美的特性は狭義での知覚的特性と融合相

にあり、両者が一体化することで広義での知覚的

特性が形成される。

このことを別の角度から捉えるならば、一次的

美的特性と狭義での知覚的特性はそれぞれ広義で

の知覚的特性という同一特性のもつ二つのアスペ

クトとしてあるということになる。

⑵知覚的特性と物理的特性との関係

ここで最初に確認しておかなければならないの

は、物理的特性との関係が問題となる知覚的特性

は第一義的には狭義での知覚的特性であるという

点である。

しかしながら上記⑴にあるように、狭義での知

覚的特性が一次的美的特性と融合相にあって広義

での知覚的特性を形成するとしたならば、物理的

特性との関係が問題となる知覚的特性を広義での

知覚的特性と理解することも可能となる。

この点を踏まえたうえで、あらためて知覚的特

性と物理的特性との関係を捉えるならば、知覚的

特性（狭義での知覚的特性／広義での知覚的特性）

は物理的特性に存在依存するということになる

が、上にも述べたように存在依存関係主義理論に

依拠するならば、両者の存在依存関係はさらに以

下の二つの存在依存関係に分節化されることにな

る。

①知覚的特性（狭義での知覚的特性／広義での知

覚的特性）は関係的特性に存在依存する。

②関係的特性は物理的特性に存在依存する。

＊ ＊ ＊

以上、本論で取り上げた色彩特性を知覚的特性

として捉え返すことが可能であるとの作業仮説の

もとに、本論における議論を知覚的特性と物理的

特性との関係一般の問題に適用することで、美的

特性理論のさらなる展開・深化の可能性を探って

きたのであるが、それがひとつの作業仮説にもと

づくものであるかぎりにおいて、上に示した考察

はそれ自体が仮説の域を出るものでは断じてない

と言わなければならない。

こうした問題状況下で第一に必要とされるの

は、あらためて言うまでもなく、上記作業仮説の

検証ということになるが、それを遂行するには以

下に列挙した一連の課題を果たすことが必須の要

件となる。

⑴色彩知覚に関する考察範囲の拡張

①考察対象とする色彩現象の拡張

本稿では多種多様な色彩現象のうちとくに「表

面色（surface color）」にその考察の焦点を絞った

のであるが、その考察範囲を広げ、「光源色

（light-source color）」(4)、「透過色（transparent

color）」(5)、「開口色（aperture color）」(6)等、他の

色彩現象をもあわせて考察対象とすることで、こ

れらの色彩現象をもとに色彩知覚特性についてさ

らに理解を深める。

②種々のトップダウン情報処理機制を含む色彩知

松﨑 俊之
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覚一般のメカニズムの解明

トップダウン情報処理が関与する色彩現象とし

ては、たとえば「（各種）色彩残像（after image of

color）」、「色の恒常性（color constancy）」、「色彩

対比（color contrast）」（とくに対比的場面での色

彩の見え方）、「色彩同化（color assimilation）」と

いったものが挙げられるが(7)、これらの色彩現象

をもとに色彩知覚特性についてさらに考察を深め

る。

⑵視知覚に関する考察範囲の拡張

あらためて言うまでもなく色彩知覚もまた視知

覚の一種に数えられるものであるが、その考察範

囲を拡大し、色彩知覚以外の視知覚、たとえば形

態知覚、運動知覚等も考察対象とすることで、視

知覚的特性に関してより広い視座から考察をおこ

なう(8)。

⑶音知覚に関する考察

各種知覚モダリティのうち視知覚に加え音知覚

もその考察対象とすることで、とくに視知覚的特

性との対比において音知覚的特性について考察を

おこなう。

知覚に関する考察範囲を視知覚から他の知覚モ

ダリティに拡張するにあたって音知覚を他の知覚

モダリティよりも優先したその主たる理由は、音

知覚は視知覚とならんで藝術鑑賞にとって特権的

な地位を占める知覚モダリティであることによ

る(9)。

あらためて言うまでもなく、上に記した一連の

課題を順を追ってひとつづつ着実に遂行してゆく

なかで知覚的特性一般に関する理解を深め、そこ

から得られた種々の知見に依拠してあらためて知

覚的特性一般と物理的特性との関係について考察

をおこない、それをもとに両特性と美的特性との

関係について総合的な視点から検討を加えること

で美的特性理論のさらなる展開・深化を図ること

こそ、われわれが目指すべきつぎなる目標に他な

らないということになる。

註

(1)一次的美的特性（the first-order aesthetic proper-

ties）とは、高階美的特性（the higher-order aesthetic

properties）との対比において捉えられた、対象のもつ

非美的特性を基盤として、そこから直接的に創発する美

的特性を意味するが、この一時的美的特性について詳し

くは松﨑 [2010]: 19-24を参照されたい。

(2)松﨑 [2013] で呈示された「同一特性二アスペクト

条件」は、あくまで特性のもつ外延的同一性に依拠する

暫定的な試案にとどまるものであった。したがってこ

の「同一特性二アスペクト条件」をもとに知覚的特性と

一次的美的特性との関係についてさらに考察を推し進

めるためには、まずは、特性同一性に関する内包論理学

上の議論を参照することで、この「同一特性二アスペク

ト条件」をあらたに鍛え直すことが必須の要件となる。

(3)ここでは松﨑 [2014] に示された一次的美的特性と

知覚的特性との関係に関する理解の要点を記すにとど

める。その全容については松﨑 [2014]: 74-7 を参照さ

れたい。

(4)「光源色（light-source color）」とは文字通り「光源

が反射する光の色」（日本色彩学会編 [1998]: 67）を意

味する。see also 千々岩 [2001]: 11-2.

(5)「透過色（transparent color）」は、「表面色（surface

color）」と並んで「物体色（non-luminous object color）」

のひとつに数えられるものであるが、「透過色」とは、た

とえばステンドグラスやスライドフィルムのような透

明な物体の具える色彩を意味する。see 千々岩 [2001]:

12.

(6)「開口色（aperture color）」とは「〔たとえば表面色

を小さな穴をとおして見る場合のように〕色刺激を発す

る物体がなんであるかという認識を妨げるような条件

下で観察する色刺激の色」（日本色彩学会編 [1998]: 69）

を意味する。

(7)ここに挙げたトップダウン情報処理が関与するこれ

らの色彩現象について詳しくは、千々岩 [2001]:

108-10, 116-7, 123-8, 日本色彩学会編 [2011]: 472-8,

大山他 [1994]: 476-84, 486-98を参照されたい。

(8)形態知覚および運動知覚に関しては、それぞれ大山

他 [1994]: 606-658、802-844を参照されたい。

(9)筆者は、知覚的特性としてあらたに音知覚特性をそ

の研究対象に加え、音をめぐって音知覚特性と音に関す

る美的特性との関係について考察をおこない、その成果

の一端を「音の知覚と音の美的感受―音響美学序説」と

いう論題のもとに学会で発表した（東北芸術文化学会第

26 回大会、2020年 8月 2 日〔オンライン方式で実施〕）。
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【付録】色彩哲学に関する各種定式

本論攷を締めくくるにあたり、一種の付録

（appendix）として、本論攷ⅠからⅤにおいて呈

示した、色彩哲学に直接・間接に関わる主要な諸

定式を一覧のかたちで示すことで、読者の便を図

ることにしたい。

Ⅰ 傾性理論（Dispositional Theory ＝ DT）に関

する定式

⑴傾性（disposition）の定義（DD=Definition of

Disposition）

【DD】傾性 D ＝ df 色彩知覚条件 PC のもとで色

彩知覚システム S を具えた主体に対して色彩 C

と直接的に関連づけられる（たとえば「C に見え

る」、「Cに感じられる」）ような感覚反応 SRを引

き起こす対象Oのもつ特性

⑵傾性理論にもとづく色彩の定義 1（DCDT1=

Definition of Color based on the Dispositional

Theory 1）

【DCDT1】色彩 C ＝ df. 正常な知覚者 NP に対し

て正常な諸条件 NC のもとである対象 O がその

色彩 C を帯びるという経験を引き起こすその対

象Oもつ傾性D

⑶傾性理論にもとづく色彩の定義 2（DCDT2=

Definition of Color based on the Dispositional

Theory 2）

【DCDT2】色彩 C ＝ df 色彩知覚条件 PC のもと

で色彩知覚システム S を具えた主体に対して色

彩Cと直接的に関連づけられる（たとえば「Cに

見える」、「C に感じられる」）ような感覚反応 SR

を引き起こす対象O のもつ傾性D

⑷DCDT2 に も と づ く 赤 の 定 義（DRDT=

Definition of Red based on the Dispositional

Theory）

【DRDT】赤＝ df 色彩知覚条件 PC のもとで色彩

知覚システム S を具えた主体に対して赤と直接

的に関連づけられる（たとえば「赤く見える」、「赤

く感じられる」）ような感覚反応 SR を引き起こ

す対象Oのもつ傾性D

Ⅱ 関係主義理論（Relationalist Theory ＝ RT）

に関する定式

⑴ 関 係 的 特 性 の 定 義 1（DRP1=Definition of

Relational Poperty 1）

【DRP1】関係的特性RP＝ df 色彩知覚条件 PCと

色彩知覚システム S を具えた主体との関係にお

いて対象Oのもつ特性

⑵関係的特性の定義 1＊（DRP1＊=Definition of

Relational Property 1＊）

【DRP1＊】関係的特性 RP＊＝ df 知覚条件 PC＊と

知覚システム S＊を具えた主体との関係において

対象Oのもつ特性

⑶ 関 係 的 特 性 の 定 義 2（DRP=Definition of

Relational Property 2）

【DRP2】関係的特性RP＝ df 色彩知覚条件 PCの

もとで色彩知覚システム S を具えた主体に対し

て色彩Cと直接的に関連づけられる（たとえば「C

に見える」、「C に感じられる」）ような感覚反応

SRを引き起こす対象Oのもつ特性

⑷関係主義理論にもとづく色彩の 定義 1

（DCRT1=Definition of Color based on the

Relationalist Theory 1）

【DCRT1】色彩 C ＝ df 色彩知覚条件 PC のもと

である色彩知覚システム S を具えた主体が対象

Oを色彩知覚する（対象Oの色彩を知覚する）際

に、その対象Oが色彩知覚条件 PCおよび色彩知

覚システム S との関係においてもつ関係的特性

RP

⑸関係主義理論にもとづく色彩の 定義 2

（DCRT2=Definition of Color based on the

Relationalist Theory 2）

【DCRT2】色彩 C ＝ df 色彩知覚条件 PC のもと

で色彩知覚システム S を具えた主体に対して色

彩Cと直接的に関連づけられる（たとえば「Cに

見える」、「C に感じられる」）ような感覚反応 SR

を引き起こす対象Oのもつ関係的特性RP

⑹ DCRT2 に も と づ く 赤 の 定 義（DRRT=

Definition of Red based on the Relationalist

Theory）
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【DRRT】赤＝ df 色彩知覚条件 PC のもとで色彩

知覚システム S を具えた主体に対して赤と直接

的に関連づけられる（たとえば「赤く見える」、「赤

く感じられる」）ような感覚反応 SR を引き起こ

す対象Oのもつ関係的特性RP

Ⅲ ス ー パ ー ヴ ィ ー ニ エ ン ス 傾 性 理 論

（Supervenience Dispositional Theory ＝ SDT）

に関する定式

⑴スーパーヴィーニエンス傾性理論にもとづく色

彩の定義（DCSDT=Definition of Color based on

the Supervenience Dispositional Theory）

【DCSDT】色彩 C ＝ df 色彩知覚条件 PC のもと

で色彩知覚システム S を具えた主体に対して色

彩Cと直接的に関連づけられる（たとえば「Cに

見える」、「C に感じられる」）ような感覚反応 SR

を引き起こす対象 O のもつ傾性 D にスーパー

ヴィーンする対象O のもつ原初的特性 PP

⑵ DCSDT に も と づ く 赤 の 定 義（DRSDT=

Definition of Red based on the Supervenience

Dispositional Theory）

【DRSDT】赤＝ df 色彩知覚条件 PCのもとで色彩

知覚システム S を具えた主体に対して赤と直接

的に関連づけられる（たとえば「赤く見える」、「赤

く感じられる」）ような感覚反応 SR を引き起こ

す対象 O のもつ傾性 D にスーパーヴィーンする

対象Oのもつ原初的特性 PP

Ⅳ 存 在 依 存 関 係 主 義 理 論（Existential

Dependence Relationalist Theory ＝ EDRT）

に関する定式

⑴存在依存関係主義理論にもとづく色彩の定義

（DCEDRT=Definition of Color based on the

Existential Dependence Relationalist Theory）

【DCEDRT】色彩C＝ df 色彩知覚条件 PC のもと

で色彩知覚システム S を具えた主体に対して色

彩Cと直接的に関連づけられる（たとえば「Cに

見える」、「C に感じられる」）ような感覚反応 SR

を引き起こす対象 O のもつ関係的特性 RP に厳

格に存在依存する対象O のもつ原初的特性 PP

⑵ DCEDRT にもとづく赤の定義（DREDRT=

Definition of Red based on the Existential

Dependence Relationalist Theory）

【DREDRT】赤＝ df 色彩知覚条件 PCのもとで色

彩知覚システム S を具えた主体に対して赤と直

接的に関連づけられる（たとえば「赤く見える」、

「赤く感じられる」）ような感覚反応 SR を引き起

こす対象 O のもつ関係的特性 RP に厳格に存在

依存する対象Oのもつ原初的特性 PP

【記号表記一覧】

C＝ Color

D ＝ Disposition

NC＝ Normal Conditions

NP ＝ Normal Perceiver

O ＝ Object

PC ＝ Perceptual Conditions

PP ＝ Primitive Property

RP ＝ Relational Property

S ＝ System

SR ＝ Sensational Response
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